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活動エリア

（左）プロジェクトのシンボルツリーとなる2本のとちの木（写真奥）と、磨き上げられた杉の木　（中）手製の「タコ」を使ってツリーデッキの基礎を固める　（右）
樹齢300年のとちの木の朽ちた部分を、木こりの協力で伐採

伐採されたとちの木で遊ぶ子どもたち

2022年4月、延べ100人が参加したツリーデッキの柱となる杉の木の皮むき作業

コミュニティ活動助成

百年の杜プロジェクト実行委員会
群馬県藤岡市

旧酒蔵の跡地を活用した百年の杜づくり「とちの木プロジェクト」

活動概要と活動対象範囲
　280年続いた元酒蔵の跡地とそ
の広場を「懐かしい未来の場」とし
て“とちの木”を中心に再生し、老
若男女が集う場を創造すると共に、
次世代に文化や技術を伝承します。
本年度活動をしていく中で、対象
地の名称を「十一屋」から「百年の
杜カネザワパーク」へと変更するこ
とに決定しました。

活動に至った理由や背景
　今までも地域住 民により活用
されてきた280年 続 いた元 酒 蔵

「十一屋」の跡地とその広場（建物
約900m2、 芝 生 広 場 約4700m2）
の地主が、本プロジェクトの実行
委員長です。79歳になる当人の「自
分が生きている間に、この場所
を地域のみんなが集う拠点にした
い！ あの“とちの木”を再生し、百
年後は再び杜にしたい！」との強い
希望を受け、地域住民や建築・林
業・園芸の専門家、市民団体やアー
ティストなどが協働して、地域の老
若男女が集う場所、そして有機的

なコミュニティが育まれる「懐かし
い未来の場」の創造を目指して活
動を開始しました。

活動内容と成果
2022年4月　杉の木の皮むき会
　ツリーデッキの柱となる、杉の
木の皮をむきました。伐採は木こ
りたちが担い、皮むきから磨き上
げまでは子どもから大人まで力を
合わせて、つるつる
の丸太に磨き上げる
ことができました。
延べ100名ほどの参
加者でした。
5月　チャリティ・イ
ベント「木をテーマ
に楽しむ1日」
　伝統技術大工に
よる丸 太 からの ベ
ンチ製作、チェーン
ソーマンの腕を競い
合うロガーズカップ、
遊びのプロによる木
工 広場＆あそび場
を開催し、子どもか

ら大人まで木に触れ合うことので
きた1日になりました。製作したベ
ンチは、チャリティオークションに
かけました。延べ150名ほどの来
場者でした。
6月　とちの木の伐採
　本プロジェクトのシンボルツリー
となる樹齢300年のとちの木。そ
の朽ちた部分を、木こりたちの技
により伐採しました。伐採した木
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（上）22年7月に開催したチャリティ・イベント。延べ300人ほどが来場した　（中左）10月、とちの実
を使った絞り染めのワークショップ　（中右）10月に開催したこどもの遊び場イベント、竹を使ってジャ
ングルジムをつくる　（下）11月、音楽イベントでは地元出身のアーティストが出演

ツリーデッキの完成予想図

アーティストを招き、音楽イベント
を開催。6月に伐採したとちのきを
使った太鼓づくりワークショップを
開催し、製作したバチをつかって
バンドと共演しました。ファミリー
層を中心に、延べ300名ほどが来
場しました。
12月～ 23年1月　大 地の再 生 実
施：土壌づくり・植樹・育苗作業
　ドキュメンタリー映画「杜人」出
演の環境再生医・矢野智徳さんを
招き、百年の杜カネザワパークの
敷地全体の土壌改善作業を実施し
ました。県外からの参加者も多く、
世代も超えた延べ150名ほどの参
加者の力を合わせて作業しました。
2月　とち餅づくりワークショップ
　伝統的なとち餅づくりに精通す
る地域住民が指導し、百の森学
園の児童へと伝承。沢山の工程を
経てアク抜きされたとちの実から、
とち餅をつくりました。延べ100名
ほどの来場者へふるまいました。
2月　ツリーデッキ製作
　4月に皮をむいた杉の乾燥を待
ち、伝統技術大工によるツリーデッ
キの柱の刻み作業を実施しました。
百の森学園の子どもたちは、基
礎の石に合わせて刻みを加えてい
く職人の作業を目の当たりにして、
日々を過ごしました。
3月　ツリーデッキ製作
　伝統技術大工により、全8本の
柱のうち4本の柱を一寸の狂いもな
く精緻に組み立て、梁を製作しま
した。大木を扱うため作業場所の
確保が難航し、作業の遅れにつな
がりました。
3月　ツリーデッキお披露目＆活
動報告会
　実際のツリーデッキ製作現場にて、
作業を担当した伝統技術大工が解
説。併せて、今年度のプロジェクト
の活動報告を実施しました。報告
会はプロジェクトメンバーによるトー

クセッション形式で開催しました。
　最後に、今まで元酒造の「十一
屋」の名前で親しまれていた名称
を、正式に「百年の杜カネザワパー
ク」へ改名したことを報告し、ロゴ
マークのお披露目で幕を閉じまし
た。延べ150名ほどの来場者数と
なりました。

課題と解決方策
　今回のツリーデッキ製作作業と
して使用する倉庫に、関係する多
くの団体の荷物が各所に置かれて
いました。それにより、伝統大工
による作業スペースが思ったように
確保できず作業が難航、ツリーデッ
キ製作が当初の予定通りには進み
ませんでした。今後、関係者を集
め作業スペースを確保するための
ヒアリング及び倉庫内の片付けを
実施し、ツリーデッキ製作を続行
します。
　また、今までこの場の利用方法

について管理が曖昧だったため、
円滑に場を活用できないことがあ
りました。この問題を解消すべく、
3月に関係団体代表による管理会
を発足。管理方法を明確にするこ
とで、活用を促していきます。

今後の予定
　4月に関係団体への荷物の現状
のヒアリング、作業スペースの片
付けを調整します。5月以降、引き
続きツリーデッキ製作を続行し、5
月末を目途に全8本の柱を建てて、
23年度中に2階までのツリーデッキ
製作を完了します。
　今後も定期的なイベントを開催
し、この地に愛着を持ってくれる
人たちを増やし、つながりを深め
ます。引き続き環境改善作業を実
施し、土壌改善を繰り返すことで、
100年後の杜へ向かって、誰もが
懐かしいと思える場づくりをしてい
きます。

はすぐに子どもたちの遊び場となり
ました。
7月　ツリーデッキ製作スタート
　地鎮祭から始まり、伝統技術大
工による指導の下、土固めに使う
タコづくりから基礎づくりまでを実
施しました。オルタナティブスクー
ル「百の森学園」の児童たちが参加
しました。
7月　チャリティ・イベント「もりを
つくろうフェス！ 2022夏」
　 伝 統 技 術 大 工 によるワーク
ショップ、遊び＆防災のプロによる
あそび場＆防災キャンプ、ヨガワー
クショップ、音楽ライブ、動物ふれ
あいコーナー、こども店、地元飲
食店による出店など。多くの方の
協力の下、延べ300名ほどが訪れま
した。
9月　イベント「かんな秋のアート
まつり」参加
　プロジェクトのフィールドを使っ
た、地元を代表するアーティストた
ちによるアートまつりに参加。百年
の杜プロジェクトとして、あそび場、
こども服バザーを提供しました。
10月　とちの実染めワークショップ
　地元の染色家を講師に招き、オ
ルタナティブスクール百の森学園
の児童と共に、とちの実を使った
染め物ワークショップを開催しまし
た。
10月　こどもの遊び場イベント「み
んなでつくろう」
　プレイワーカーによる指導の下、
百の森学園で米づくりのはざ掛け
としてつかった竹を再利用し、ジャ
ングルジムをつくりました。また、
6月に伐採したとちのきを利用して、
とちのきテーブルをつくりました。
延べ50名ほどの参加がありました。
11月　音楽イベント「音とあそぼ
う！」
　ゲストに群馬県出身のアーティ
ストROCOが率いるバンドや地元

百年の杜プロジェクト実行委員会
2021年9月設立／メンバー数：71人（うち中心メンバー15人）／代表者：金澤 正明（か
ねざわ・まさあき）
●〒371-1401　群馬県藤岡市鬼石108-2 百年の杜カネザワパーク内

080-3452-6222（橋本）　 100nen.mori@gmail.com
www.facebook.com/100nen.mori

280年続いた元酒蔵の跡地とその広場を「誰もが懐かしいと思える未来の場」とし
て“とちの木”を中心に再生し、老若男女が集う場を創造すると共に、次世代に文
化や技術を伝承します。


